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 1978 年に改革・開放政策に転じてすぐに、その最先端の実験地として深圳および珠海に経済
特区が開設されたことに端を発し、広東省は中国の中でも経済発展が著しい地域の一つとなっ
ている。80 年代には、繊維・玩具といった軽工業品の生産拠点として香港企業がなだれ込み、
その後、家電・オーディオ製品の組立加工がはじまる。そして、90 年代前半には日系複写機メー
カーが集積し、90 年代後半にいたると台湾系企業を中心にパソコン生産の一大集積を形成し、
「世界の工場」とよばれるようになって久しい2。 
 このように、広東省の今日の経済発展を支えてきたのは、外資系企業によるところが大きい。
しかし、ここにきて、外資系企業と競い合うような水準の高い中国地場企業が出現してきてい
                                 
1  本稿は 2005 年 1 月に広東省民営企業 25 社を訪問したフィールド調査を基に 4 月に作成した。調査団を
編成された一橋大学・関満博教授をはじめ、メンバーの辻田素子氏、山藤竜太郎氏には種々の助言を頂
戴した。記して深く感謝申し上げたい。また、3 月に無錫市、7月に北京市、8月に温州市にて同様の調
査を実施しており、それらの成果を含めて改めて発表する予定である。 
2  詳細は、関［2002］を参照されたい。 
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